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              常圧水蒸気蒸留法 

 

   

  樹木等の精油を抽出する場合、一般的には水蒸気蒸留装置を用います 

が、青森ひばの場合、成分の一つであるヒノキチオールが金属と反応 

し発色するという特徴があるため、通常の鉄製の装置ではすぐに腐食 

し、またひば油も暗赤色に変化してしまいます。そのため、抽出に際 

しては金属との接触を断つ必要があります。金属の流入経路としては 

抽出漕などの装置の構造材からと、抽出に用いる水からの二つのルー 

トがあります。水とともに入る金属は、医療で使用する精製に用いて 

いるセラミックス性フィルターによって除去する事ができます。構造 

材からの金属流入を防ぐためには非金属を用いるのが手頃です。 

低価格でかつ金属との接触を絶った装置の開発に迫られた結果、船舶 

等に用いられるＦＲＰ樹脂で抽出漕を構成する方法、ひば材自体で抽 

出漕を構成する方法、そして抽出漕にテフロン樹脂等の耐熱・耐薬品 

性樹脂を焼き付けて緻密な膜を形成する方法です。 

現在（平成 4年）上記 3イプの装置が青森県内 8か所に設置され、年間 

2,000トンのオガクズを処理し約 20トンのひば油を生産しています。 

（ＡＰＡＳＴ ＮＯ3 岡部敏弘氏記述） 
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